
かみ･カミ･紙
図書館、美術館、カルチャー of キッズ　連携事業

第1回「かみであそぶ」
日　時：7月 27日㊌ 10 時～ 12時
対　象：幼児（4歳）から小学 2年生
　　　　（幼児は保護者の同伴が必要です。）
定　員：30名［先着］

第2回「紙でかんがえる」
日　時：7月 28日㊍ 10 時～ 12時
対　象：小学 3年生～ 6年生
定　員：50名［先着］
参加費：500 円（材料費）

第3回「カミの虫・かみの森」
日　時：11月 19日㊏ 10 時～ 15時
　　　　（昼休憩１時間）
会　場：熊野古道なかへち美術館
対　象：中学生以上
定　員：30名 ［先着］
申込み：11月 5日㊏ 10時から市立美術館へ電話
　　　　でお申し込みください
参加費：500 円（材料費）
作品展：11 月 20 日㊐～ 27㊐の期間、熊野古道    
　　　　なかへち美術館「展示室」で谷内つねお
　　　　さんの作品とともに展示します。

第１回、第２回ともに
会　場：たなべる  2 階「大会議室」
申込み：7月 12日㊋ 9 時 30 分から市立図
　　　　書館へ電話でお申し込みください
作品展：7月 29日㊎～ 8月 24日㊌の期間、
　　　　たなべる「交流ホール」で展示します。

問合せ：田辺市立図書館 （☎ 0739-22-0697）
　　　　田辺市立美術館 （☎ 0739-24-3770）

谷内庸
つねお

生氏　プロフィール
1953 年、和歌山県田辺市に生まれる。日本大学芸術学部
を卒業した後、デザイン会社に勤務。1978 年からアメリ
カに渡り、デザインの仕事をしながら「紙彫刻」を始める。
1982 年、ボストンにデザインスタジオを設立し、ニュー
ヨーク近代美術館、ボストン美術館、ハーバード大学な
どのデザインを手掛ける。1986 年からデジタルエクイッ
プメントコーポレーションに勤務（シニアアートディレ
クター）。1989 年に帰国し、現在は神奈川県真鶴町を拠点
にして現代アート、デザインの仕事に携わっている。
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マークの説明

主な電話番号等 今月の表紙

ツイッター・フェイスブックでも市の情報
を発信しています。
　http://www.city.tanabe.lg.jp/jyouhou/sns.html田辺市

ホームページ
モバイル用
ホームページ

救急受診
ガイド

防災行政
メール等

休日急患診療

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄関右側）
　内科・小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗ ９時～11 時 30 分、13 時～16 時
（※小児科のみ、㊏18時～21時30分も診療を行っています。）
　☎ 0739-26-4909

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　 0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　 0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　 0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　 0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　 0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　 0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　 0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　 0739-24-4068

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇申込み・問合せ等の受付については、基本的に㊏
　㊐㊗を除く８時30分～17時15分です。
◇料金の記載のないものは、無料です。
◇申込み方法の記載のないものは、申込み不要です。
◇市役所の開庁時間は、㊗を除く㊊～㊎の８時30分
　～17時15分です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課
　の一部窓口を19時まで延長しています。

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃7119

電話案内サービス

　今月の表紙は、 神
社を見つめる平安衣装を
着た女性を撮影しまし
た。雨の日が続いていま
したが、撮影の日は見事
に晴天。太陽の光を浴び
る本殿と女性の姿がとて
も印象的でした。

特
集

030814162226
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ら
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イ
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ま
ち
の
話
題

お
し
ら
せ
ボ
ッ
ク
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子
育
て
ク
ラ
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／
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ド
ル
／
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な
べ
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イ
ル
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防
災
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ラ
ム
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ま
ち
か
ど
特
派
員
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た

な
べ
散
歩
／
図
書
館
へ
行
こ
う

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
／
田
辺
市
文

化
賞
受
賞
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
／
お
や
こ
食
育

教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
／
第
25
回 

大
塔

地
球
元
気
村
２
０
１
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を
開
催
し
ま
す
／
再
就
職

準
備
セ
ミ
ナ
ー
を
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催
し
ま
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／
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に
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付
い
た
野
球
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ム
が
誕
生
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政
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・
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／
行
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改
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／
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保
険
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い
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辺
扇
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／
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30
回
弁
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ま
つ
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者
募
集　

ほ
か

み
ん
な
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広
場

相
談
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程
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平
成
28
年
7
月
号
・
も
く
じ

「
世
界
遺
産

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

の
追
加
登
録
に
向
け
て
」

　

一
昨
年
、世
界
遺
産
登
録
か
ら
10
年
を
迎
え
た「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」。

　

こ
の
世
界
遺
産
に
、
新
た
に
5
か
所
が
、
追
加
の

登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
6
月
11
日
、
イ
コ
モ

ス
（
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機
関
）
の

事
前
審
査
で
は
「
承
認
」
の
勧
告
を
受
け
、
7
月
10

日
か
ら
20
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
世
界
遺
産
委
員
会

で
の
正
式
決
定
を
待
つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
世
界
遺
産
の
新
た
な
登
録
予
定
地
や
地

域
の
取
組
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
新
た

に
登
録
さ
れ
る
い
に
し
え
の
場
所
に
出
掛
け
て
み
ま

せ
ん
か
。
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　熊野三山への参詣道として最も頻繁に利用された
経路である「中辺路」のうち、大塔地区の鮎川から富
田川沿いに中辺路町北郡を経て滝尻に至る古道です。
　道沿いには、青

しょうめんこんごう

面金剛像の庚
こうしんとう

申塔をはじめ、
阿
あ み だ に ょ ら い

弥陀如来像の日
ひまち く よ う

待供養塔や道
どうそしん

祖神、地蔵石仏等、
江戸時代以降の石造物が残されているほか、後白
河法皇の前世の髑

どくろ

髏が沈んでいたと伝えられる念
仏淵や法皇の頓

とんぐう

宮の伝承地が残されています。富
田川は、熊野参詣の際に水

み ず ご り

垢離をする神聖な川で、
熊
くまの ご こ う

野御幸が盛んな頃には幾度も川を渡り、水垢離
を行ったといわれています。

　熊野参詣道「中辺路」の潮見峠越ルート（三栖
方面から左会津川を上って潮見峠を経由し、中辺
路町栗栖川に至る）のうち、上三栖から長野の水ヶ
峠に至る約 16町の坂道です。
　長尾坂のうち、上三栖から長野の長尾に至る区
間は、一部に近世の石畳が残されているほか、歴
史の道保存整備事業により石畳道の復元整備が行
われています。坂の途中には、和歌山より 21里
の一里塚の跡や果樹畑の間を縫うように土道が残
されています。

　潮見峠越ルートのうち、捻
ねじき

木峠から潮見峠に至
る古道です。
　安珍を追って真

まなご

砂からここまできた清姫が、悔
しさのあまり念力で木をねじ曲げたという伝説の
ある捻木の杉や、役

えんのぎょうしゃ

行者の石像が残されているほ
か、捻木峠から潮見峠までの区間は、植林地内に
地道が良好に残っています。また、潮見峠は、本
宮からの旅行者にとって最初に海を望む景勝地で
あり、「西

さいごくさんじゅうさんしょめいしょずえ

国三十三所名所図会」にも往時の様子
を伝える鳥

ちょうかんず

瞰図が挿入されたように、その景観は
名勝的な意味合いがあります。

　湯
ゆのみね

峯温泉から本宮町久保野地区の東側の尾根筋
を北西に進み、三

みこし

越峠に至る約 8.5㎞の古道です。
　近世紀行文に数多く記述が残されるように、参
詣道として重要な位置を占めてきました。道沿い
の石の道

どうひょう

標や地蔵石仏は江戸時代のものですが、
久保野に残る安政 2年（1855 年）の道標は、こ
の地方には珍しい指差道標です。地獄坂付近には、
近世末と考えられる石畳・石段が残されています。
三越峠付近一帯の道が、大規模な崩落等により失
われていますが、献上茶屋付近から湯峯温泉まで
の尾根道は良好に残されています。

　市街地の東に鎮座し、祭神は伊
いざなみのみこと

邪那美命をはじ
めとする熊野十二神。古くから「権現さん」と呼
ばれて親しまれており、また、勝負運の神様とし
てもご利益があるといわれています。
　社殿は、この地方によく見られる特色を備え、
紀伊半島南部における寺社建築を考える上でも重
要な建築物です。境内地は、近世以来の景観を残
しているほか、社殿背後の仮

かりほやま

庵山には 12世紀末
から13世紀はじめにかけて経

きょうづか

塚が造られました。
神社に残る美術工芸品、祭礼である田辺祭も含め、
それら全てに高い文化財的価値があります。

　

平
成
16
年
7
月
、『
紀
伊
山
地

の
霊
場
と
参
詣
道
』
が
世
界
遺
産

登
録
さ
れ
ま
し
た
。世
界
遺
産『
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
』
は
、

修
験
道
の
拠
点
で
あ
る
「
吉
野
・

大
峯
」、
熊
野
信
仰
の
中
心
地
で

あ
る
「
熊
野
三
山
」、
真
言
密
教

の
根
本
道
場
で
あ
る
「
高
野
山
」

の
三
霊
場
と
そ
れ
ら
を
結
ぶ
参
詣

道
、
そ
し
て
そ
の
周
囲
を
取
り
巻

く
「
文
化
的
景
観
」
か
ら
な
る
資

産
で
、
4
9
5
．
3
h
a
の
広

大
な
地
域
で
す
。

　

し
か
し
、
熊
野
参
詣
道
に
は
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

区
間
が
あ
り
、
そ
の
中
に
も
文
化

財
的
価
値
が
高
い
遺
跡
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、和
歌
山
県
で
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
参
詣
道
及
び
王

子
跡
の
調
査
等
を
実
施
し
、
追
加

登
録
の
条
件
と
な
る
国
の
文
化
財

指
定
を
目
指
し
ま
し
た
。
平
成
27

年
10
月
7
日
に
、
北ほ
く
そ
ぎ
ご
え

郡
越
、
長
尾

坂
、
潮し
お
み
と
う
げ

見
峠
越
、
赤
木
越
、
鬪
雞

神
社
の
5
か
所
が
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
世
界
遺
産

の
追
加
登
録
に
向
け
、
手
続
等
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
史
跡
熊
野
参
詣
道
を

本
来
あ
る
べ
き
姿
で
世
界
遺
産
と

し
て
登
録
す
る
こ
と
が
、
世
界
遺

産
の
追
加
登
録
な
の
で
す
。

北郡越

長尾坂

潮見峠越

赤木越

鬪雞神社 追加登録までの経緯

熊野参詣道「中辺路」

赤木越

北郡越

潮見峠越
長尾坂

鬪雞神社

世界遺産登録箇所図
熊
野
参
詣
道
「
小
辺
路
」

大
峯
奥
駈
道

熊野参詣道「伊勢路」

熊野参詣道「大辺路」

熊
野
参
詣
道
「
紀
伊
路
」

…追加登録予定地

…既登録地

…参詣道
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追
加
登
録
予
定
地
の
長
尾
坂
が
あ
る

長
野
地
区
の
長
野
小
学
校
で
は
、
熊

野
古
道
を
教
材
と
し
た
地
域
学
習
を
盛

ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
語
り

部
学
習
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
子
供

た
ち
に
ふ
る
さ
と
を
大
事
に
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
地
域
の
方
々
の
思
い
も
あ

り
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
習
に
励
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
自

身
が
長
野
地
域
の
熊
野
古
道
を
紹
介
す

る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
地
域
な
ど
に

配
っ
た
り
、
地
域
の
方
か
ら
い
わ
れ
を
聞
き
な
が
ら
、
一
緒
に
長
尾
坂

を
歩
い
た
り
と
、
様
々
な
面
か
ら
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
学
習
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
子
供
た
ち
か
ら
は
「
長
野
は
素

敵
な
所
」「
こ
の
良
さ
を
も
っ
と
伝
え
た
い
」
な
ど
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、

先
生
方
は
、「
こ
の
地
域
学
習
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き
な
実
り
あ

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
」
と
実
感
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
地

域
学
習
は
、
地
域
へ
の

愛
着
や
誇
り
を
持
つ
こ

と
に
つ
な
が
り
、
将
来
、

子
供
た
ち
が
地
元
を
離

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

友
人
な
ど
に
ふ
る
さ
と

の
話
を
し
た
り
、
自
分

の
子
供
に
語
り
継
い
だ

り
し
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
う
し
た
意
味
で

も
世
界
遺
産
の
追
加
登

録
は
、学
校
、子
供
た
ち
、

そ
し
て
地
域
に
と
っ
て
、

様
々
な
面
か
ら
地
域
を

学
ぶ
絶
好
の
機
会
と
な

る
で
し
ょ
う
。

新しく追加予定地域の地域学習、
語り部活動

追加登録が与える
地域への影響

　

世
界
遺
産
は
登
録
資
産
（
世
界
遺
産
の
本
体
）
と
緩
衝
地
帯
（
バ
ッ
フ
ァ

ゾ
ー
ン
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
市
で
は
、
世
界
遺
産
追
加
登
録
に
先
立
ち
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
、
熊
野
参
詣
道
中
辺
路
（
北
郡
越
、
長
尾
坂
、
潮

見
峠
越
、
赤
木
越
）
及
び
大
辺
路
（
鬪
雞
神
社
）
の
周
辺
を
景
観
保
全
地
区

に
指
定
し
ま
し
た
。　

湊交差点

県道田辺白浜線

仮庵山馬場

公園

神社

 神社の景観保全地区 　（　　　）の範囲内

長野小学校 6年生
（写真右から）

寛
かんざ

座マリアさん
芝﨑萌

ほのか

果さん

バッファゾーンとは
　登録資産とその周辺の文化的景
観を保全するために設けられた範
囲（利用制限区域）のことです。
この範囲に建物や看板、その他の
工作物等を建てる場合は、一定の
基準内に収めていただくこととな
ります。

景観保全地区とは
　バッファゾーンを含む、参詣道
や社寺周辺の文化的景観の保全と
調和を図るため配慮していただく
範囲のことです。参詣道は道の両
側約 50 ｍ、 神社の景観保全地
区は右図のとおりとなっています。
　景観保全地区内において、建築
物等の新築・増改築や外壁の塗り
替え等を行う場合、屋外広告物を設置又は改修する場合、木竹等の伐採を行う場合には、高さや
色彩等を一定の基準に合わせていただくとともに、事前の申請が必要となります。

　長尾坂には、歴史がたくさんあってびっくりし
ました。いいところがいっぱいあるのに、知らな
い人が多いと思います。PR部分は捻木峠です。こ
こから白浜が一望できるところがいいと思います。
　長野のことを、もっと多くの人に知ってもらい
たいです。　

追加登録記念イベント

　世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」への追
加登録を目指す 5か所の候補地の登録をお祝
いする記念イベントを催します。

　

私
た
ち
は
、
世
界
文
化
遺
産
「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
構
成
資
産
に
、

新
た
に
「
鬪
雞
神
社
」「
北
郡
越
」「
長
尾

坂
」「
潮
見
峠
越
」「
赤
木
越
」
の
登
録
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
内
各
種
団
体
で
構
成
す
る
本
協
議
会

で
は
、
今
年
2
月
の
発
足
か
ら
こ
れ
ま
で
、

世
界
遺
産
の
追
加
登
録
に
向
け
て
、
講
演

会
の
開
催
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
広
報
活

動
な
ど
を
展
開
し
、
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い

て
の
認
識
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
世
界
遺
産
追
加
登
録
の

機
運
を
高
め
る
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
鬪
雞
神
社
が
追
加
登
録
さ
れ
れ

ば
、
初
め
て
街
な
か
に
世
界
遺
産
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
田
辺
の
玄

関
口
か
ら
熊
野
本
宮
大
社
ま
で
が
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
も
、
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ

る
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
へ
の
大
き
な

き
っ
か
け
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
追
加
登
録
を
記
念
し
た
の
ぼ

り
や
横
断
幕
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
、
引

き
続
き
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
世
界
遺
産

追
加
登
録
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

田辺の玄関口から熊野本宮大社までをつなぎ
地域の活性化に

世界遺産
「紀伊山地の霊場と参詣道」

☆ 7月 21日㊍
☆ 17時（飲食・物販コーナーは 16時 30分）
☆鬪雞神社境内、参道　ほか
☆記念式典に加え、ステージ上では各地の伝統
芸能を紹介し、参道には笠

かさほこ

鉾が並ぶほか、飲食・
物販や振る舞いコーナーを設けます。是非お越
しください。

田辺市世界遺産登録推進協議会

会長　橘 一郎さん

大塔太鼓

野中の獅子舞

笠鉾
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■田辺市行政改革第3次実施計画（平成26～28年度）の取組状況一覧表【平成28年3月末現在】

※「財政効果」については、効果額が判明しているものに限っており、歳出削減額と歳入面の効果額の合計。
※財政効果「純効果額」は、効果が発生した時点の純減額及び純増額の単純合算額であり、「累計効果額」は、各
年度の純減額及び純増額を累計した額。

後期高齢者医療保険料について
■問合せ　保険課 保険税係（☎ 0739-26-9965）

市政功労者・善行者表彰
■問合せ　秘書課 秘書係（☎ 0739-26-9910）

行政改革に取り組んでいます
■問合せ　総務課 庶務係（☎ 0739-26-9916）

■
平
成
28
年
度
の
保
険
料
を
7
月
中

旬
頃
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
都
道

府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
市
町
村
と

連
携
、協
力
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

本
制
度
に
は
、
75
歳
以
上
の
方
と

一
定
の
障
害
が
あ
る
方
で
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
が
加
入
し

ま
す
。

　

本
制
度
に
係
る
費
用
の
う
ち
、
医
療

機
関
で
支
払
う
自
己
負
担
分
を
除
い
た

分
は
、
公
費
が
約
5
割
、
現
役
世
代
の

支
援
が
約
4
割
、
残
り
約
1
割
を
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
料
で
負
担
し
て
い
ま
す
。 

　

5
月
31
日
㊋
、
田
辺
市
役
所

に
お
い
て
「
市
政
功
労
者
・
善

行
者
表
彰
式
典
」
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
真
砂
市
長
か
ら
、
市

政
功
労
者
表
彰
と
し
て
市
政
の

各
分
野
に
お
い
て
功
績
が
顕
著

な
方
々
に
表
彰
状
を
お
贈
り

し
、
ま
た
、
善
行
者
表
彰
と
し

て
多
大
な
ご
寄
附
を
頂
い
た

方
々
に
感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま

し
た
。

　

田
辺
市
表
彰
規
則
で
は
、
①

地
方
自
治
の
育
成
発
展
（
自

治
）、
②
社
会
福
祉
の
増
進
又

は
保
健
若
し
く
は
環
境
衛
生
の

向
上
（
民
生
）、
③
産
業
・
経

済
の
振
興
発
展
（
産
業
）、
④

教
育
・
文
化
等
の
振
興（
教
育
）、

⑤
災
害
や
犯
罪
等
社
会
的
不
安

の
防
止
・
除
去
（
治
安
）
の
5

部
門
か
ら
成
る
「
功
労
表
彰
」

と
、
市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
長
期

に
わ
た
り
続
け
て
お
ら
れ
る
方

や
市
の
公
益
の
た
め
に
多
大
な

ご
寄
附
を
頂
い
た
方
に
お
贈
り

す
る
「
善
行
表
彰
」、「
一
般
表

彰
」
の
3
種
類
の
表
彰
を
規
定

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
田
辺
市
行
政
改
革

第
3
次
実
施
計
画
（
平
成
26
〜

28
年
度
）」
に
基
づ
い
て
、
具

体
的
な
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。
計
画
の
進
捗
状
況
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
市
政
功
労
者
表
彰

◇
自
治
功
労

坂
本 

み
や
子
、
高
垣 

幸
司

◇
民
生
功
労

（
故
）
平
谷 

芳
子

■
善
行
者
表
彰

◇
寄
附

伊
藤 

順
子
、
糸
川 

禎
彦
、
東 

稔
雄
、
一
般
財
団
法
人 

新
庄

愛
郷
会
、
株
式
会
社
ワ
イ
エ
ス

イ
ー

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
上
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆

h
ttp
://w

w
w
.city

.
tan
ab
e.lg

.jp
/so
u
m
u
/

gyokaku/index.htm
l

■
所
得
の
低
い
方
の
保
険
料
軽
減　

◇
均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
被
保
険
者
及
び
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
に
よ
り
、

上
表
の
と
お
り
均
等
割
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
今
年
度
よ
り
、
さ
ら
に
均

等
割
額
2
割
・
5
割
軽
減
の
対
象
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
総
所

得
金
額
等
が
不
明
の
場
合
は
、
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
所
得
割
額
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下
の

方
は
、
所
得
割
額
が
5
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

■
職
場
の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
方
の
保
険
料
軽
減

　

資
格
を
得
た
日
の
前
日
に
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、
保

険
料
の
均
等
割
額
が
9
割
軽
減
さ

れ
、
所
得
割
額
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付

方
法
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金
額
等

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
、

介
護
保
険
料
と
の
合
計
額
が
そ
の
年

金
額
の
2
分
の
1
を
超
え
な
い
方

は
、
原
則
と
し
て
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
き
）
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

お
申
出
に
よ
り
口
座
振
替
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
上
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら

■
保
険
料
の
算
定
方
法

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く

負
担
す
る
均
等
割
額
と
被
保
険
者
の

所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
額
の

合
計
額
と
な
り
、
個
人
単
位
で
計
算

し
ま
す
。

な
い
方
や
、
新
規
に
資
格
を
取
得
さ

れ
た
方
の
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る

ま
で
の
期
間
は
、
普
通
徴
収
（
納
付

書
又
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
）
と

な
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
減
免
制
度

　

罹り

災
や
、
世
帯
主
の
失
業
に
よ
る

所
得
の
激
減
等
、
和
歌
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
定
め
る
要
件

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
保
険
料
の

徴
収
猶
予
や
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
上
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

均等割額 4 万 4,177 円（平成 27年度は 4万 4,730 円）

所得割額 
【平成 27 年中の総所得金額等－基礎控除
額（33 万円 )】× 8.93％（平成 27 年度は
8.55％）

限  度  額 57 万円

■平成 28 年度の保険料率等（年額）

■均等割額の軽減【平成 28 年度軽減対象判定基準】

世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等（平成 27 年中）の合計額 軽減割合

33 万円（基礎控除額）
以下の世帯

8.5 割軽減を受ける世帯のうち、被保険者全員が年金収
入 80 万円以下で、その他の所得がない場合 9割

8.5 割

【33 万円（基礎控除額）】＋【26万 5,000 円×当該世帯に属する被保険者数】以下の世帯 5割

【33 万円（基礎控除額）】＋【48 万円×当該世帯に属する被保険者数】以下の世帯 2割

※軽減判定には、65 歳以上（昭和 26 年 1 月 1 日以前生まれ）の方は、公的年金所得から 15 万円
が控除されます。

※保険料率は、和歌山県内均一で定められ、2年ごと
に見直されます。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
被

保
険
者
証
）
は
、
７
月
31
日
㊐

が
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
中

に
簡
易
書
留
郵
便
に
よ
り
送
付

し
ま
す
。（
お
手
元
に
届
い
た

と
き
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。）

※
前
年
所
得
に
よ
り
、
一
部
負

担
金
の
割
合
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
有
効
期
限
切
れ
の
保
険
証

は
、
返
却
又
は
裁
断
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

　

 

保
険
課 

医
療
係

☎
０
７
３
９(

２
６)

９
９
２
６

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

証
の
色
が
、「
み
ず
色
」
か
ら
「
う

す
い
オ
レ
ン
ジ
色
」
に
変
わ
り

ま
す

重点項目

実施計画全体 平成26～ 27年度計画分【参考】

取組
項目数
（A）

実施
（目標到達）
項目数
（B）

到達
割合
（B/A）

財政効果 取組予定
（目標設定）
項目数
（C）

実施
（目標到達）
項目数
（D）

到達
割合
（D/C）

純効果額
（千円）

累計効果額
（千円）

住民参画と協働の推進 6 3 50.0% 0 0 4 3 75.0%
民間委託等の推進 3 1 33.3% 15,780 31,560 1 1 100.0%
説明責任の確保と住民意見の反映 4 3 75.0% 0 0 3 3 100.0%
環境に配慮した行政の推進 3 2 66.7% 0 0 3 2 66.7%
事務事業の見直し 7 3 42.9% 37 37 5 3 60.0%
人材育成と人材確保の推進 2 1 50.0% 0 0 1 1 100.0%
情報化の推進 1 0 0.0% 0 0 1 0 0.0%
市民サービスの向上と安全・安心の実現 4 1 25.0% 0 0 1 1 100.0%
組織機構の見直し 1 1 100.0% 0 0 1 1 100.0%
定員管理の適正化 1 1 100.0% 43,800 116,800 1 1 100.0%
給与の適正化 1 0 0.0% 0 0 1 0 0.0%
経費の節減合理化等財政の健全化 12 1 8.3% 35,852 36,668 3 1 33.3%

計 45 17 37.8% 95,469 185,065 25 17 68.0%
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国民健康保険税・介護保険料について
■問合せ　保険課 保険税係・収納係（☎ 0739-26-9965）

国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）

は
、
各
市
町
村
で
運
営
し
て
お
り
、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
平
等
に
医
療
を

受
け
ら
れ
る
た
め
に
、
自
営
業
の
方

や
職
場
等
で
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
な
い
方
、
ま
た
、
会
社
を
退
職

さ
れ
た
方
等
を
対
象
と
し
た
医
療
保

険
制
度
で
す
。

　

国
保
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
税
や
国
、
県
か
ら

の
補
助
金
等
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
は
、
病
気
や
け
が
等
の
医
療

費
や
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
等

の
給
付
を
行
う
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
。
国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
及

び
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
平
成
28
年
度
の
保
険
税

　

下
表
に
基
づ
き
保
険
税
額
を
算
定

し
、
７
月
中
旬
頃
に
国
保
の
被
保
険

者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
（
納
税

義
務
者
）
に
、
通
知
書
を
お
届
け
し

ま
す
。

■
所
得
の
低
い
方
の
保
険
税
軽
減

　

世
帯
の
被
保
険
者
及
び
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
、
均
等
割
額
及
び
平
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
２
割
・
５
割
軽
減

に
係
る
所
得
判
定
基
準
額
が
改
正
さ

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

■
平
成
28
年
度
介
護
保
険
料
及
び
納

付
方
法
の
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬

頃
に
お
届
け
し
ま
す

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要

な
方
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
の

第
2
号
被
保
険
者
保
険
料
（
40
〜
64

歳
の
方
、28
％
）
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
介
護
保
険
料
は
、
市
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
要
す
る
費
用
と
地

域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
に
基
づ

き
決
定
さ
れ
ま
す
。
本
年
度
の
第
1

号
被
保
険
者
保
険
料
は
、
上
表
の
と

お
り
で
す
。（
第
2
号
被
保
険
者
保
険

料
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と

の
算
出
方
法
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療

保
険
分
と
合
わ
せ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。）

■
保
険
料
の
納
付
方
法

　

年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
・
退
職

年
金
、
障
害
年
金
及
び
遺
族
年
金
を

受
け
て
い
る
方
の
納
付
方
法
は
、
原

則
と
し
て
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

で
す
。
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
や
、
新
規
に
資
格
を
取
得
さ
れ

た
方
の
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
ま

で
の
期
間
の
納
付
方
法
は
、
普
通
徴

収
（
納
付
書
又
は
口
座
振
替
）
で
す
。

☆
◇
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

保
険
課 

保
険
税
係

☎
10
ペ
ー
ジ
参
照

◇
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

や
す
ら
ぎ
対
策
課 

介
護
保
険
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
１

 
 

納
期
限
後
納
付
に
は
、
督
促
手
数

料
・
延
滞
金
が
掛
か
り
ま
す

　

保
険
税
（
保
険
料
）
は
、
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

督
促
状
は
、
納
期
限
後
20
日
以
内

れ
、
軽
減
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、総
所
得
金
額
等
が
不
明
（
所

得
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
等
）
の

場
合
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
】

　

倒
産
・
解
雇
や
雇
止
め
等
に
よ
る

離
職
を
さ
れ
た
方
で
、
失
業
等
給
付

を
受
け
る
方
に
つ
い
て
は
、
保
険
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

☆
◇
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
例
：
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
る
離
職
）

◇
特
定
理
由
離
職
者
（
例
：
雇
止
め

等
に
よ
る
離
職
）
と
し
て
失
業
等
給

付
を
受
け
る
方

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
理
由
が
11
・
12
・
21
・
22
・
31
・

32
・
23
・
33
・
34
に
該
当
の
方

※
高
年
齢
受
給
資
格
者
及
び
特
例
受

給
資
格
者
の
方
は
対
象
外
で
す
。

☆
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職

理
由
、
申
請
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

上
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

制
度
で
す
。
保
険
料
や
税
金
を
財
源

と
す
る
こ
と
で
、
費
用
の
一
部
を
負

担
す
る
だ
け
で
様
々
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
運
営
に
必
要
な

費
用
の
う
ち
、50
％
が
公
費
負
担
さ
れ
、

残
り
の
50
％
が
第
1
号
被
保
険
者
保

険
料
（
65
歳
以
上
の
方
、
22
％
）
及
び

に
発
送
し
ま
す
。
督
促
手
数
料
は
、

督
促
状
１
通
に
つ
き
80
円
で
す
。　

　

延
滞
金
は
、
租
税
債
務
の
履
行
遅

滞
に
対
す
る
遅
延
利
息
と
し
て
徴
収

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
納
期
内

に
納
付
し
た
方
の
利
益
を
尊
重
し
、

ま
た
、
納
期
内
の
自
主
納
税
を
促
進

し
て
、
納
税
秩
序
の
確
立
を
図
る
と

い
う
趣
旨
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
で

　

普
通
徴
収
の
納
付
に
口
座
振
替
を

利
用
す
る
と
、
指
定
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
。
納
付
の
度
に
金
融
機
関
へ
行

く
必
要
が
な
く
、
納
め
忘
れ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
度
手
続
を
す
る

と
、
翌
年
度
か
ら
も
自
動
的
に
継
続

さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
保
険
の
項

目
が
異
な
る
場
合
、
改
め
て
手
続
が

必
要
と
な
り
ま
す
。）

　

口
座
振
替
の
ご
依
頼
は
、
預
貯
金

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
で
、
備

付
け
の
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
お
申
込
み
に
は
、
預
貯
金

通
帳
・
印
鑑
・
納
付
書
が
必
要
で
す
。

　

納
期
は
、
７
月
〜
平
成
29
年
３
月

の
毎
月
（
全
９
回
）
で
す
。
何
ら
か

の
事
情
で
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

お
早
め
に
保
険
課
収
納
係
（
☎
10

ペ
ー
ジ
参
照
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保険料
段階

保険料額
（年間） 対象となる方

第 1段階 3万 2,500 円

◇生活保護を受給している方
◇老齢福祉年金を受給している方のうち世帯全員が非課税の方

本
人
が
市
民
税
非
課
税

同じ世帯にい
る方全員が市
民税非課税

平成 27 年中の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円以下の方

第 2段階 5万 4,300 円 平成 27 年中の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が 80万円を超えて120 万円以下の方

第 3段階 5万 4,300 円 平成 27 年中の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 120 万円を超える方

第 4段階 6万 5,100 円 同じ世帯に市
民税課税者が
いる方

平成 27 年中の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円以下の方

第 5段階 7万 2,400 円 平成 27 年中の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円を超える方

第 6段階 8万 6,800 円 本
人
が
市
民
税
課
税

平成 27 年中の合計所得金額が 120 万円未満の方

第 7段階 9万 4,100 円 平成 27 年中の合計所得金額が120万円以上190万円未満の方

第 8段階 10万 8,600円 平成 27 年中の合計所得金額が190万円以上 290万円未満の方

第 9段階 12万 3,000円 平成 27 年中の合計所得金額が 290 万円以上の方

■平成 28 年度介護保険料額

　保険税の年間税額は、世帯で算定した医療保険分、後期高齢者支援金等と介護保険第 2号被保険者（40 歳以上 65
歳未満の方）の介護保険分の 3項目の合算額となります。
　各項目の課税額は、所得から算定する所得割額、固定資産税から算定する資産割額、被保険者数から算定する均等
割額、1世帯当たりの平等割額の合算額です。
　各項目にはそれぞれ課税の上限 ( 課税限度額 ) が設定されています。今年度の課税限度額は、地方税法施行令の改
正に伴い、医療保険分が 54 万円（平成 27 年度は 52 万円）、後期高齢者支援金等が 19 万円（平成 27 年度は 17 万円）
に引き上げられます。介護保険分は昨年と同額（16 万円）です。

平成 28 年度の税額表

■医療保険分（国保加入全世帯） 課税限度額 54 万円（年額）
所得割額 資産割額 均等割額 平等割額

【前年中の総所得金額等
－基礎控除額（33万円）】×5.7％ +【今年度の固定資産税額（土地及び家屋に係る分）】× 40％ + 【世帯の被保険者数】

× 2 万 1,000 円 + 【1世帯当たり】
2万 500 円

■後期高齢者支援金等（国保加入全世帯） 課税限度額 19 万円（年額）
所得割額 資産割額 均等割額 平等割額

【前年中の総所得金額等
－基礎控除額（33万円）】×2.0％ +【今年度の固定資産税額（土地及び家屋に係る分）】× 10％ + 【世帯の被保険者数】

× 7,000 円 + 【1世帯当たり】
6,500 円

■介護保険分（40 歳以上 65 歳未満の人〔介護保険第 2号被保険者〕のいる世帯） 課税限度額 16 万円（年額）

所得割額 資産割額 均等割額 平等割額

【前年中の総所得金額等
－基礎控除額（33万円）】×1.5％ +【今年度の固定資産税額（土地及び家屋に係る分）】× 9.7％ +

【世帯の介護保険
第 2号被保険者数】
× 9,000 円

+ 【1世帯当たり】
5,100 円

7
割
軽
減

基
準
額

33
万
円
以
下
の
世
帯

5
割
軽
減

基
準
額

33
万
円
＋
26
万
５
０
０
０
円
×

（
被
保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世

帯
所
属
者
数
）
以
下
の
世
帯

2
割
軽
減

基
準
額

 

33
万
円
＋
48
万
円
×

（
被
保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世

帯
所
属
者
数
）
以
下
の
世
帯

※介護保険第 2号被保険者の総所得金額等・固定資産税額・被保険者数
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田辺扇ヶ浜海水浴場開設

第 30回弁慶まつり　参加者募集 開館 20周年記念特別展
『昭和の洋画を切り拓

ひら

いた若き情熱～1930 年協会から独立へ～』

高等学校等通学費・下宿（寮）費助成金
■問合せ　下記参照 ■問合せ　下記参照

■問合せ　下記参照 ■問合せ　田辺市立美術館（☎ 0739-24-3770）

扇
ヶ
浜
海
水
浴
場

☆
7
月
1
日
㊎
〜
8
月
31
日
㊌

☆
9
時
〜
18
時

■
設
備

更
衣
室
・
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
・

シ
ャ
ワ
ー
（
無
料
）・
温
水
シ
ャ

ワ
ー
（
3
分
間
100
円　

男
女
各

3
機
設
置
）

【
主
な
イ
ベ
ン
ト
】

■
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ

ス
タ

☆
7
月
17
日
㊐

■
扇
ヶ
浜
ま
つ
り

☆
8
月
13
日
㊏

■
そ
の
他

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中
で
す
。

【
海
の
家
】

☆
10
時
〜
17
時

※
天
候
等
の
事
情
に
よ
り
休
業

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
保
護
者
の
所
得

制
限
を
見
直
し
、
下
宿
（
寮
）
費

の
上
限
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

☆
次
の
①
〜
⑤
全
て
に
当
て
は

ま
る
保
護
者
の
方

①
市
に
居
住
し
、
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
扶
養
家
族
で
助
成
金
の
対
象

と
な
る
満
20
歳
以
下
の
高
校
生

等
の
通
学
費
又
は
下
宿
（
寮
）

費
を
月
額
1
万
２
０
０
０
円
以

上
（
寮
費
の
場
合
は
食
費
を
含

む
。）
負
担
し
て
い
る
こ
と
。

③
御
坊
市
以
南
の
高
等
学
校
等

（
修
業
年
限
が
2
年
以
上
の
学
校
）

に
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
通

学
し
、
又
は
下
宿
（
入
寮
）
す
る

高
校
生
等
（
入
学
し
た
日
か
ら
3

年
以
内
）の
保
護
者
で
あ
る
こ
と
。

④
市
税
（
国
民
健
康
保
険
税
を

含
む
。）を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
保
護
者
の
年
間
所
得
が
、
基

準
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
下
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
助
成
金
の
額

　

通
学
費
、
下
宿
（
寮
）
費
助

成
金
は
、
い
ず
れ
か
一
つ
し
か

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

◇
通
学
費
助
成

月
額
交
通
費
×
3
分
の
1（
月
額

1
万
円・年
間
10
か
月
分
を
限
度
）

◇
下
宿
（
寮
）
費
助
成

月
額
下
宿
費
又
は
寮
費
か
ら
食

演
劇
弁
慶
伝
説　

出
演
者
＆

ス
タ
ッ
フ
大
募
集
！

☆
◇
出
演
者　

9
月
30
日
㊎
、

10
月
1
日
㊏（
雨
天
翌
日
順
延
）

の
当
日
参
加
、
8
月
か
ら
の
芝

居
の
練
習
に
参
加
で
き
る
こ
と

が
条
件
に
な
り
ま
す
。

・
弁
慶
役　

身
長
１
７
５
㎝
以

上
、
満
18
歳
以
上
（
高
校
生
不

可
）
の
男
性
1
名
。
副
賞
賞
金

は
10
万
円
で
す
。

・
玉
虫
役　

満
18
歳
以
上
（
高

校
生
不
可
）
の
女
性
1
名
。
副

賞
賞
金
は
5
万
円
で
す
。

・
そ
の
他　

満
16
歳
以
上
の
方
。

た
だ
し
小
玉
虫
役
は
小
学
低
学

年
・
鬼
若
役
は
小
学
高
学
年
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

※
演
劇
経
験
、
在
住
の
地
域
、

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

主
な
配
役
は
湛た
ん
ぞ
う増
（
弁
慶
の

父
）、
源
義
経
、
山
賊
、
家
臣
、

侍
女
等
で
す
。

◇
ス
タ
ッ
フ　

当
日
参
加
、
事

前
の
準
備
作
業
、
打
合
せ
会
議

（
主
に
平
日
の
夜
）
に
参
加
で

き
る
方

☆
7
月
11
日
㊊
ま
で
に
下
記
へ
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
、
身
長
・

職
業
（
学
校
名
）・
電
話
番
号
を

ご
記
入
の
上
、
直
接
お
持
ち
い

た
だ
く
か
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
7
月
9
日
㊏
〜
8
月
28
日
㊐

☆
10
時
〜
17
時
（
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
）

☆
毎
週
㊊
（
た
だ
し
、
7
月
18

日
は
開
館
）・
7
月
19
日
㊋
・

8
月
12
日
㊎

☆
①
田
辺
市
立
美
術
館

②
熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術
館

☆
昭
和
期
に
洋
画
の
表
現
を
刷

新
し
た
画
家
た
ち
の
活
動
を
、

１
９
３
０
年
協
会
、
独
立
美
術

協
会
の
運
動
に
注
目
し
て
振
り

返
り
ま
す
。
一
時
代
を
築
い
た

洋
画
家
た
ち
の
秀
作
が
一
堂
に

展
示
さ
れ
ま
す
。

☆
①
６
０
０
円
（
４
８
０
円
）

②
４
０
０
円
（
３
２
０
円
）

※
（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団

体
割
引
料
金
。
学
生
及
び
18
歳

未
満
の
方
は
、
無
料
。

【
記
念
講
演
会
】

☆
①
7
月
23
日
㊏

②
8
月
６
日
㊏

☆
14
時

☆
田
辺
市
立
美
術
館「
研
修
室
」

☆
①
演
題

佐
伯
祐
三
と
１
９
３
０
年
協
会

◇
講
師　

三
谷 

渉

（
田
辺
市
立
美
術
館
学
芸
員
）

②
演
題

前
田
寛
治
と
１
９
３
０
年
協
会

◇
講
師　

林
野 

雅
人 

さ
ん

（
鳥
取
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

☆
観
覧
料
の
み
必
要

■
そ
の
他

ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
、
子
供
用
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
の
貸
出
し

（
有
料
・
数
量
限
定
）

☆
田
辺
観
光
協
会

（
観
光
振
興
課
内
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
９

田
辺
扇
ヶ
浜
海
水
浴
場

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
１
１
７
０

（
開
設
期
間
中
の
み
）

☆http://w
w
w
.tanabe-

kanko.jp

ビ
ー
チ
サ
イ
ド
ド
ル
フ
ィ
ン

in
扇
ヶ
浜

☆
7
月
16
日
㊏
〜
8
月
17
日
㊌

☆
9
時
30
分
〜
18
時

☆
イ
ル
カ
ふ
れ
あ
い
事
業
実
行

委
員
会
（
南
紀
み
ら
い
㈱
）

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
５
５
５
４

（
開
催
期
間
中
の
み
）

費
相
当
分
を
除
い
た
額
×
3
分

の
1
（
月
額
５
０
０
０
円
・
年

間
10
か
月
分
を
限
度
）

☆
7
月
1
日
㊎
〜
28
日
㊍
に
左

記
へ
、
申
請
書
・
在
学
証
明
書
・

所
得
証
明
書
（
平
成
27
年
分
）・

市
税
完
納
証
明
書
を
直
接
お
持

ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
及
び
下
宿（
入

寮
）
証
明
書
は
、
左
記
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

※
下
宿
（
寮
）
費
を
申
請
さ
れ

る
方
は
、
下
宿
（
入
寮
）
証
明

書
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
所
得

証
明
書
、
市
税
完
納
証
明
書
は
、

保
護
者
の
人
数
分
が
必
要
で
す
。

☆
◇
教
育
総
務
課 

庶
務
係

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1

市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
１

☆

h
ttp
://w

w
w
.city

.
tan
abe.lg.jp/kyou

iku
/

tsuugakuhitoujoseikin.
htm

l

◇
龍
神
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
７
８
）
０
３
０
１

◇
中
辺
路
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
６
４
）
０
５
０
４

◇
大
塔
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
４
８
）
０
２
１
２

◇
本
宮
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
５
（
４
２
）
１
１
６
４

弁
慶
ゲ
タ
踊
り　

参
加
者
募

集
!

☆
10
月
1
日
㊏

（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
）

☆
15
時

☆
田
辺
大
通
り

☆
7
月
29
日
㊎
17
時
ま
で
に
左

記
へ
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
少
人
数
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
が
団
体
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
個
人
で
参

加
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
の

参
加
も
可
能
で
す
。

■
そ
の
他

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
練

習
会
は
、
9
月
下
旬
頃
に
開
催

予
定
で
す
。

☆
観
光
振
興
課 

地
域
観
光
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
９

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

【
記
念
演
奏
会
】

☆
☆
8
月
20
日
㊏　

19
時
開
演

☆
田
辺
市
立
美
術
館

「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
」

☆
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
音
楽

■
出
演

◇
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

松
田 

淳
一

◇
ピ
ア
ノ　

松
田 

淳
子

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

ツ
ィ
ガ
ー
ヌ（
М
．ラ
ヴ
ェ
ル
）、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
（
Ｆ
．

プ
ー
ラ
ン
ク
）
ほ
か

☆
小
学
生
以
上

☆
80
名
﹇
先
着
﹈

☆
7
月
30
日
㊏
10
時
か
ら
、
電
話

で
の
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

前
田
寛
治
《
棟と
う
り
ょ
う梁の
家
族
》

１
９
２
８
（
昭
和
3
）
年

鳥
取
県
立
博
物
館
蔵

☆
〒
６
４
６
―

０
０
３
３

新
屋
敷
町
１

弁
慶
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
田
辺
商
工
会
議
所
内
）

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
５
０
６
４

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
２
７
８
３

☆

h
ttp
://w

w
w
.kish

u
-

benkei.com
/
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梅の豊作と産地繁栄を願い
各地で PR
　梅の日の 6月 6 日㊊、各地で行事が
行われました。
　東京の中央卸売市場では、本場の梅の
味を市場関係者に確かめてもらうため
に、試食や試飲のできる和歌山フェアを
開催。千代田区の首相官邸では、市長ら
が安倍首相を表敬訪問し、梅干しなどを
贈呈しました。また、京都の下鴨神社や
上賀茂神社では、平安時代に梅を献上し
たとのいわれにちなみ、梅道中を再現し
ながら紀州南高梅の奉納を行いました。
さらに地元では、熊野本宮大社で梅の日
の記念式典として梅漬神事が執り行われ
るなど、各地で今年の梅の豊作と産地繁
栄を祈りました。　

リオデジャネイロへ向けて
　6月 14 日㊋～ 18 日㊏の 5日間、田辺スポーツパークでリオ
デジャネイロパラリンピック陸上競技の日本代表候補選手の強化
合宿が行われました。
　15日㊌には公開練習、交流事業、歓迎セレモニー等があり、交
流事業には明洋中学校陸上競技部の生徒たちが参加。競技の指導
や選手との交流、選手と生徒たちによる400ｍリレー対決が行わ
れました。リレー対決では生徒たちが樋

ひぐちまさゆき

口政幸選手（Ｔ54クラ
ス　800ｍ）に見事勝利。会場全体が沸く結果となりました。生
徒たちは「義足のことはあまり知らなかったが、知ることができた」
「競技用の車椅子に乗ってみたいが、難しそう」と話していました。被災地のために職員を派遣

　5月26日㊍、熊本地震による家屋被害認定業務を
支援するため、熊本県に派遣されていた税務課の柴
田真
まさよし

吉さんが、市長へ派遣時の報告を行いました。

開館から 4年 4か月で達成

　6月1日㊌、たなべるの来館者数が100万人を突破。
100万人目となった新庄町の田

たのうえ

上享
たかこ

子さんには、花束
などの記念品が贈られました。

田辺市の記念品を贈呈

　5月29日㊐、田辺市観光センターへの来館者20
万人となり、達成者のアメリカのトーマス・ストリク
ラーさん（右）に、記念品が手渡しされました。

みんなで環境保全活動！

　6月4日㊏に田辺湾クリーン作戦が、5日㊐に大塔
クリーン作戦が行われ、多くの皆さんのご協力で両日
合わせて9000㎏を超えるごみが回収されました。

地域社会の発展と
学術振興のために

　6月 1日㊌、和歌山大学と当市との連携協力に関
する包括協定の締結式が執り行われ、相互の発展に
向けた更なる連携が図られることとなりました。

地域に根付いた
野球チームが誕生 !

　6月 10日㊎、 田辺スポーツパークで和歌山県を
拠点としたプロ野球独立リーグ球団「和歌山ファイ
ティングバーズ」の設立記者会見が行われました。
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　 お し ら せ ボ ッ ク ス 　

おしらせ　
　ボックス

　

住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
は
、
早
期
に
発
見
し
て
消

火
又
は
避
難
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

既
に
住
宅
に
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
命
を
守
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
早
期
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

一
戸
建
て
、
店
舗
併
用
住
宅
、

共
同
住
宅
等
の
全
て
の
住
宅

■
設
置
箇
所

　寝
室
と
し
て
使

用
し
て
い
る
全
て
の
部
屋
、
階

段
の
踊
り
場
（
寝
室
が
２
階
以

上
に
あ
る
場
合
）

　

 

消
防
本
部 

予
防
課 

予
防
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
５
４

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　
　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器

お
や
こ
食
育
教
室
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

☆
７
月
30
日
㊏

☆
10
時
〜
13
時
頃

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー 

４
階

「
料
理
実
習
室
」

☆
調
理
実
習
と
食
事
会

　

食
育
の「
５
つ
の
力
」の
う
ち
、「
食

べ
物
を
選
ぶ
力
」｢

食
べ
物
の
味
が

わ
か
る
力｣

を
重
点
テ
ー
マ
と
し
、

子
供
の
頃
か
ら
減
塩
対
策
に
取
り

組
み
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
当
日
の
お
楽
し

み
で
す
！

☆
市
内
に
在
住
の
年
長
〜
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

☆
15
組
﹇
先
着
﹈

☆
親
子
で
３
０
０
円
（
子
供
２
人

目
か
ら
は
、
１
人
に
つ
き
１
５
０

円
必
要
）

☆
上
履
き
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

マ
ス
ク
・
手
拭
き
１
枚
・
布
巾
１

枚
・
筆
記
用
具

☆
７
月
11
日
㊊
〜
25
日
㊊
に
左
記

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

■
募
集
住
宅

◇
本
庁
管
内
（
各
1
戸
）

《
新
万
》
新
万
４
﹇
単
・
可
﹈

《
中
芳
養
》
中
芳
養
４

◇
龍
神
行
政
局
管
内

《
広
井
原
》
広
井
原
…
１
戸

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内（
各
1
戸
）

《
川
合
》
川
合
２

《
石
船
》
石
船

《
小
皆
》
小
皆
﹇
高
﹈・﹇
単
・
可
﹈

《
野
中
》
野
中

《
近
露
》
近
露
﹇
定
﹈

■
間
取
り
・
家
賃
等

　

間
取
り
は
２
Ｄ
Ｋ
、
３
Ｄ
Ｋ
等

タ
イ
プ
が
異
な
り
ま
す
。家
賃
は
、

８
５
０
０
円
〜
４
万
７
６
０
０
円

で
、
住
宅
や
所
得
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

☆
７
月
１
日
㊎
〜
22
日
㊎
に
下
記

へ
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
下
記
又
は
各
行

政
局
産
業
建
設
課
（
2
ペ
ー
ジ
参

照
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
抽
選
は
、
８
月
５
日

㊎
10
時
か
ら
、
本
庁
舎
３
階
「
第

一
会
議
室
」で
行
い
ま
す
。
な
お
、

募
集
団
地
等
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
随
時
募
集
住
宅

　

既
に
入
居
者
が
決
定
し
て
い
る

場
合
等
が
あ
り
ま
す
。

◇
龍
神
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
甲
斐
ノ
川
》
甲
斐
ノ
川

《
小
家
》
小
家

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内（
各
1
戸
）

《
栗
栖
川
》
栗
栖
川

《
大
川
》
大
川
下

◇
大
塔
行
政
局
管
内

《
合
川
》
合
川
庵
谷
﹇
定
﹈
…
２
戸

《
向
山
》
向
山
﹇
定
﹈
…
４
戸

◇
本
宮
行
政
局
管
内

《
下
湯
川
》
下
湯
川
…
１
戸

■
語
句
説
明

◇
﹇
高
﹈　

ど
ち
ら
か
が
65
歳
以

上
で
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

夫
婦
が
対
象
で
す
が
、
親
子
等
２

世
代
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
﹇
単
・
可
﹈　

単
身
者
及
び
世

帯
で
の
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

◇
﹇
定
﹈　

市
外
か
ら
の
移
住
者

が
対
象
で
す
が
、
市
内
に
住
民
票

が
あ
る
方
も
申
込
み
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
市
外
か
ら
の
申
込

み
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

☆
建
築
課 

市
営
住
宅
係

〒
６
４
６
―

８
５
４
５

新
屋
敷
町
1
（
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
1
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
６

田
辺
市
文
化
賞
受
賞
候
補
者

を
募
集
し
ま
す

　

受
賞
候
補
者
を
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。
昭
和
45

年
に
創
設
し
た「
田
辺
市
文
化
賞
」

の
制
度
を
継
承
し
、
毎
年
、
市
の

文
化
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

に
本
賞
を
お
贈
り
し
、
そ
の
功
績

を
た
た
え
て
い
ま
す
。

☆
市
内
在
住
の
方
又
は
市
出
身

者
、
若
し
く
は
市
内
に
在
住
し
た

こ
と
の
あ
る
個
人
で
、
市
の
文
化

（
学
術
・
芸
術
・
体
育
・
生
活
文

化
等
）の
発
展
に
貢
献
し
た
方（
た

だ
し
、
他
薦
に
限
る
。）

■
受
賞
者
の
決
定　

　

田
辺
市
文
化
賞
推
薦
委
員
会
で

審
議
を
行
い
、
そ
の
答
申
に
基
づ

き
市
長
が
決
定
し
ま
す
。

■
推
薦
方
法　

７
月
１
日
㊎
〜
８

月
１
日
㊊
﹇
必
着
﹈
に
、
所
定
の

推
薦
書
類
に
必
要
な
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
左
記
へ
直
接
又
は
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
提
出

い
た
だ
い
た
推
薦
書
類
は
、
返
却

し
ま
せ
ん
。）
な
お
、
推
薦
書
類

は
左
記
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き

ま
す
。

☆
秘
書
課 

秘
書
係

〒
６
４
６
―

８
５
４
５

新
屋
敷
町
１

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
０

第
63
回
田
辺
市
美
術
展
覧
会

の
開
催
と
出
展
作
品
募
集
に

つ
い
て

☆
◇
第
１
期
（
書
・
彫
塑
・
生
花

の
部
）　

10
月
７
日
㊎
〜
９
日
㊐

◇
第
２
期
（
洋
画
・
写
真
・
工
芸

の
部
）　

10
月
14
日
㊎
〜
16
日
㊐

（
招
待
出
品
）
日
本
画
・
工
芸

☆
９
時
〜
19
時

※
９
日
㊐
、
16
日
㊐
は
17
時
ま
で

■
募
集
作
品　

書
・
彫
塑
・
生
花
・

洋
画
・
写
真
・
工
芸

☆
市
内
及
び
そ
の
周
辺
に
住
所
又

は
本
籍
を
置
く
方
、
又
は
通
勤
・

通
学
さ
れ
て
い
る
方
等
（
中
学
生

以
下
は
除
く
。）

☆
作
品
１
点
に
つ
き
５
０
０
円

（
た
だ
し
、
高
校
生
は
無
料
）
を

添
え
て
、
左
記
の
と
お
り
紀
南
文

化
会
館
の
各
受
付
会
場
へ
、
９
時

〜
17
時
に
直
接
お
持
ち
込
み
く
だ

さ
い
。

◇
書　

10
月
３
日
㊊　

１
階
「
展

示
ホ
ー
ル
」

◇
彫
塑　

10
月
３
日
㊊　

４
階

「
研
修
室
」

◇
洋
画　

10
月
10
日
㊊
㊗　

１
階

「
展
示
ホ
ー
ル
」

◇
写
真　

10
月
10
日
㊊
㊗　

４
階

「
研
修
室
」

◇
工
芸　

10
月
10
日
㊊
㊗　

４
階

「
小
ホ
ー
ル
」

　
「
生
花
」
は
事
前
申
込
み
が
必

要
で
す
。
９
月
９
日
㊎
﹇
消
印
﹈

☆http://w
w
w
.city.tanabe.

lg.jp/hisho/index.htm
l

ま
で
に
、
左
記
へ
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
格
花
、
盛
花
の
別
を

は
が
き
に
ご
記
入
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
45
名
を
超
え

た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

　

活
け
込
み
は
、
10
月
６
日
㊍
の

８
時
40
分
〜
12
時
に
紀
南
文
化
会

館
４
階「
小
ホ
ー
ル
」で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
展
覧
会
か
ら
、
陶
芸

部
門
は
工
芸
部
門
に
統
合
さ
れ
ま

し
た
。

※
工
芸
（
陶
芸
・
染
織
・
漆
芸
・

木
竹
工
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
等
）

☆
文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係

（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
）

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

１

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

第
25
回 

大
塔
地
球
元
気
村

２
０
１
６
を
開
催
し
ま
す

☆
８
月
11
日
㊍
㊗
（
荒
天
の
場
合

は
、
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。）

☆
９
時
〜
21
時
頃

☆
大
塔
水
辺
の
楽が
っ
こ
う校
等

☆
◇
午
前　

カ
ヌ
ー
試
乗
や
木
工

な
ど
各
種
体
験
教
室
（
要
予
約
）

◇
午
後　

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の

演
奏
、魚
の
つ
か
み
捕
り
体
験（
中

学
生
以
下
が
対
象
）

◇
夜　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
よ

大
塔
合
川
ダ
ム
カ
ヌ
ー
体
験
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

☆
7
月
30
日
㊏
（
荒
天
中
止
）

☆
9
時
30
分
（
受
付
開
始
）
〜
15
時

☆
合
川
ダ
ム
カ
ヌ
ー
ポ
ー
ト
下

☆
合
川
ダ
ム
カ
ヌ
ー
ポ
ー
ト

☆
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

☆
30
名
﹇
先
着
﹈

☆
５
０
０
円

☆
弁
当
、
飲
み
物
、
着
替
え

☆
7
月
11
日
㊊
〜
22
日
㊎
に
左
記

へ
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
ご
記

入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
E
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
大
塔
行
政
局 

産
業
建
設
課

☎
０
７
３
９
（
４
８
）
０
３
０
１

☆
０
７
３
９
（
４
９
）
０
３
５
９

☆oto@
city.tanabe.lg.jp

　

昨
年
の
授
賞
式
の
様
子

　

昨
年
の
市
展
の
様
子

▼

さ
こ
い
踊
り
、
討
論
会
、
大
塔
花

火
大
会

☆
各
種
体
験
教
室
に
つ
い
て
は
、

７
月
19
日
㊋
〜
29
日
㊎
に
左
記
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

﹇
先
着
﹈

　

詳
し
く
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
冊
子

又
は
大
塔
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

☆
大
塔
地
球
元
気
村
実
行
委
員
会

（
大
塔
行
政
局 

産
業
建
設
課
内
）

☎
０
７
３
９
（
４
８
）
０
３
０
１

☆

h
ttp
://w

w
w
.a
ik
is.

or.jp/~otom
ura/

　

昨
年
の
魚
の
つ
か
み
捕
り
体
験
と

花
火
の
様
子

▼ ▼

ホームページに「市長の部屋」
を設置し、市長のコラムや活動
の記録を掲載しています。また、
「秘書課公式フェイスブック」も
併せてご覧ください。
　http://www.city.tanabe.lg.jp/
hisho/contents.html
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和
歌
山
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
委
員
の
一
般
選
挙
が
執
行

さ
れ
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
う
和
歌
山
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

が
執
行
さ
れ
ま
す
。
漁
業
関
係
の

方
に
は
重
要
な
選
挙
で
す
の
で
、

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
貴
重
な
一

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

☆
８
月
3
日
㊌

☆
12
時
〜
17
時

☆
◇
第
１
投
票
区　

和
歌
山
南
漁

業
協
同
組
合
湊
浦
支
所「
会
議
室
」

◇
第
２
投
票
区　

和
歌
山
南
漁
業

協
同
組
合
漁
村
セ
ン
タ
ー

◇
第
３
投
票
区　

芳
養
公
民
館

「
大
集
会
室
」

◇
第
４
投
票
区　

新
庄
漁
業
協
同

組
合
「
会
議
室
」

■
投
票
で
き
る
方　

海
区
漁
業
調

整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方

■
期
日
前
投
票

☆
7
月
26
日
㊋
〜
8
月
2
日
㊋

☆
８
時
30
分
〜
20
時

☆
本
庁
舎
別
館
３
階「
大
会
議
室
」

☆
選
挙
管
理
委
員
会 

事
務
局

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
５

公
務
員
（
自
衛
官
・
警
察
官
・

刑
務
官
・
海
上
保
安
官
）
募

集
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

☆
７
月
23
日
㊏

☆
13
時
〜
16
時
30
分

☆
た
な
べ
る
２
階
「
大
会
議
室
」

■
説
明
種
目　

受
験
資
格
及
び
受

付
期
間
等
は
各
種
目
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
保
護
者
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◇
自
衛
官　

自
衛
官
候
補
生
、
一

般
曹
候
補
生
、
航
空
学
生

☆http://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/w
akayam

a/ 

◇
警
察
官
（
和
歌
山
県
警
）　

警

察
官
Ａ
・
Ｂ

☆http://w
w
w
.police.pref.

w
akayam

a.lg.jp/ 
 

◇
刑
務
官　

刑
務
Ａ
・
Ｂ
、
刑
務

Ａ
・
Ｂ
（
武
道
）、
刑
務
Ａ
（
社

会
人
）、
刑
務
Ｂ
（
社
会
人
）

☆

h
ttp

://w
w
w
.m
o
j.

go.jp/kyousei1/kyousei_
kyouse13.htm

l

◇
海
上
保
安
官　

海
上
保
安
学

校
、
海
上
保
安
大
学
校

☆http://w
w
w
.kaiho.m

lit.
go.jp/05kanku/tanabe/

☆
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
９

☆http://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/w
akayam

a/

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
を
更
新
し
ま
す

　

70
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢

受
給
者
証
」
は
７
月
31
日
㊐
が
有

効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月

１
日
㊊
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
は
7
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
自
己
負
担

割
合
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
医

療
機
関
等
で
受
診
す
る
と
き
は
、

保
険
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。自
己
負
担
割
合
は
、

平
成
27
年
中
の
所
得
等
に
よ
り
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
有
効
期
限
切
れ
の
高
齢
受
給
者

証
は
、
８
月
1
日
㊊
以
降
に
返
却

又
は
裁
断
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
保
険
課 

庶
務
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
４

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
が
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
が
必
ず
加
入
し
、
厚
生

年
金
等
加
入
者
及
び
そ
の
扶
養
と

な
っ
て
い
る
配
偶
者
以
外
の
方
は

ご
自
分
で
保
険
料
を
納
付
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
納
付

が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
免

除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
50
歳
未
満
（
平
成
28
年
６
月

ま
で
は
30
歳
未
満
）
の
方
に
は
納

付
猶
予
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
は
、
本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主
の
全
員
の
前
年
中

所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額

以
下
で
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

　

な
お
、
失
業
さ
れ
た
方
は
、
特

例
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間　

７
月
以
降
分
は
７

月
１
日
㊎
〜
（
過
去
分
は
原
則
２

年
１
か
月
前
ま
で
随
時
申
請
で
き

ま
す
。）

☆
市
民
課 

庶
務
年
金
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
５

吉
野
熊
野
国
立
公
園
指
定
80

周
年
＆
拡
張
記
念　

自
然
観

察
教
室
を
開
催
し
ま
す

【
①
昆
虫
の
採
集
と
標
本
の
作
製
】

☆
７
月
23
日
㊏

☆
９
時
30
分
〜
16
時

☆
ひ
き
岩
群
周
辺

【
②
植
物
の
採
集
と
標
本
の
作
製
】

☆
７
月
24
日
㊐

☆
９
時
30
分
〜
12
時

☆
ひ
き
岩
群
周
辺

【
③
粘
菌
の
観
察
】

☆
７
月
24
日
㊐

☆
13
時
30
分
〜
16
時

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

【
④
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
観
察
】

☆
７
月
30
日
㊏

☆
9
時
30
分
〜
12
時

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

【
①
〜
④
の
共
通
事
項
】

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ

ン
タ
ー
専
門
員
等

☆
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般　
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

☆
筆
記
用
具
・
採
集
用
具
・
ビ
ニ
ー

ル
袋
等

※
④
は
筆
記
用
具
の
み

■
服
装　

帽
子
・
手
袋
（
軍
手
）

※
④
は
服
装
自
由

☆
前
日
ま
で
に
下
記
へ
、
参
加
者
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
は
が
き
又
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
６
―

０
０
５
１

稲
成
町
１
６
２
９

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
７
２
５
２

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
７
２
５
２

☆hikiiw
a@
m
b.aikis.or.jp

☆
毎
週
㊊
（
休
館
日
が
㊗
の
場
合

は
、
そ
の
翌
日
）

世
界
遺
産
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す

★
★
７
月
31
日
㊐　

13
時
〜
15
時

★
世
界
遺
産
熊
野
本
宮
館
「
多
目

的
ホ
ー
ル
」

★
演
題　
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
へ

の
参
詣
道
に
つ
い
て
」

■
講
師　

藤
井 

幸
司 

さ
ん

（
公
益
財
団
法
人　

和
歌
山
県
文

化
財
セ
ン
タ
ー　

主
査
）　　

★
40
名

★
和
歌
山
県
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
５
（
４
２
）
１
０
４
４

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す

【
仕
事
に
必
要
な
P
C
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
よ
う
！
】

☆
7
月
26
日
、
8
月
2
日
、
9
日

（
全
㊋
）

☆
9
時
〜
12
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階

「
会
議
室
４
」

■
講
師　

地
本 

裕
子 

さ
ん

（
M
i
c
r
o
s
o
f
t
認
定
ト

レ
ー
ナ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）

☆
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
等

を
き
っ
か
け
に
仕
事
を
辞
め
た
け

れ
ど
、
ま
た
働
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
の
た
め
の
就
活
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
再
就
職
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
、
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
て
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

※
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
応
用
編
の

3
回
連
続
講
座
で
す
の
で
、
連
続

受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

☆
市
内
に
在
住
し
、
再
就
職
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
で
、
パ
ソ

コ
ン
の
文
字
入
力
が
で
き
る
方

☆
8
名
﹇
先
着
﹈

☆
7
月
11
日
㊊
〜
22
日
㊎
に
左
記

へ
電
話
又
は
F
A
X
・
E
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
一
時
保
育　

7
月
14
日
㊍
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
対
象

は
小
学
3
年
生
ま
で
で
無
料
で
す
。

☆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
８
３
２
３

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

南
方
熊
楠
顕
彰
館
で
企
画
展

や
講
座
を
開
催
し
ま
す

【
第
21
回
特
別
企
画
展
「
熊
楠
と

熊
野
の
妖
怪
」】

☆
７
月
16
日
㊏
〜
９
月
11
日
㊐

☆
10
時
〜
16
時
30
分（
最
終
入
館
）

★
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☆
南
方
熊
楠
は
、
豊
か
な
伝
承
の

残
る
紀
南
地
方
の
民
俗
に
深
い
関

心
が
あ
り
ま
し
た
。
生
物
研
究
の

た
め
に
熊
野
の
森
に
分
け
入
る
よ

う
に
書
物
の
森
に
出
掛
け
、
街

中
で
多
く
の
人
々
と
交
わ
っ
て
、

様
々
な
習
俗
・
伝
承
・
民
間
信
仰

に
出
会
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
熊

楠
が
見
聞
し
た
熊
野
の
妖
怪
と
怪

異
伝
承
、
熊
楠
が
そ
れ
を
ど
う
見

た
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
夏
休
み
子
ど
も
特
別
講
座
「
地

上
最
強
の
生
物
ク
マ
ム
シ
を
観
察

し
よ
う
！
」
参
加
者
の
募
集
】

☆
☆
８
月
７
日
㊐　

９
時
〜
12
時

☆
和
歌
山
県
立
田
辺
高
等
学
校　

1
階
「
生
物
実
験
室
」

☆
南
方
熊
楠
は
、
粘
菌
（
変
形
菌
）

や
植
物
に
限
ら
ず
、
昆
虫
や
動
物

に
も
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
身
近
だ
け
れ
ど
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
な
い
、
真
空
・
高
温
・

高
圧
に
も
耐
え
ら
れ
る
不
思
議
な

生
物
ク
マ
ム
シ
等
を
観
察
し
ま
す
。

☆
☆
小
学
生
及
び
保
護
者
（
高
校

生
以
上
）
20
組
﹇
先
着
﹈

■
講
師　

土
永 
知
子 
さ
ん

（
和
歌
山
県
立
田
辺
高
等
学
校
教
諭
）

土
永 

浩
史 

さ
ん

（
和
歌
山
県
立
神
島
高
等
学
校
教
諭
）

☆
７
月
22
日
㊎
10
時
か
ら
左
記
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
等
、
注
意
事
項
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
込
み
時
に
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
海
の
日
特
別
開
館
に
つ
い
て
】

☆
７
月
18
日
㊊
㊗

☆
10
時
〜
16
時
30
分（
最
終
入
館
）

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☆
◇
18
歳
以
下
の
方
は
、
南
方
熊

楠
邸
の
入
場
無
料

◇
先
着
30
名
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
０
９

物
品
入
札
参
加
者
等
追
加
登

録
の
受
付
を
し
ま
す

★
８
月
１
日
㊊
〜
31
日
㊌

★
左
記
及
び
各
行
政
局
総
務
課

（
2
ペ
ー
ジ
参
照
）

★
市
が
発
注
す
る
物
品
（
食
料
品

を
除
く
。）
及
び
役
務
等
（
警
備
・

物
品
賃
貸
・
集
団
健
康
診
査
等
）

の
業
務
を
受
注
し
よ
う
と
す
る
事

業
者
は
、
物
品
入
札
参
加
者
等
と

し
て
の
登
録
が
必
要
で
す
。

◇
市
内
に
本
店
及
び
営
業
所
の
あ
る

事
業
者
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
右
記
以
外
の
事
業
者
は
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

■
登
録
の
有
効
期
間

10
月
1
日
㊏
〜
平
成
31
年
3
月
31
日

■
申
請
書
類
及
び
要
項
の
配
布

　

左
記
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
1
4
0
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
契
約
課 

契
約
管
財
係
（
本
庁

舎
3
階
）

〒
６
４
６
―

８
５
４
５

新
屋
敷
町
1

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
４

★http://w
w
w
.city.tanabe.

lg.jp/keiyaku/index.htm
l

　

熊
楠
が
屏
風
か
ら
模
写
さ
せ

た
「
山
の
神
草
紙
」
の
絵

▼
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　 お し ら せ ボ ッ ク ス 　

～ 7月の納税～～田辺市の人口～
（平成 28年 5月末現在）

36,260 人
40,627 人
76,887 人
35,600 世帯
       31 人

前月比
（－ 56）
 （－ 31）
（－ 87）
 （± 0）

（男12　女19）

  男
  女
  計
世帯
出生

■固定資産税・都市計画税…第 2期分
■市県民税 給与特別徴収…6月徴収分
■国保税 普通徴収…第 1期分
■介護保険料 普通徴収…第 1期分
■後期高齢者医療保険料 普通徴収…第 1期分
※納期限を過ぎて納付されますと、督促手数料及び延滞金を加算
する場合があります。

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
方
へ

Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
i
n
田
辺

を
開
催
し
ま
す

☆
☆
８
月
12
日
㊎　

13
時
〜
16
時

☆
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
ハ
ナ
ヨ　

ア

リ
ー
ナ
会
場

（
文
里
二
丁
目
36
―

40
）

☆
県
外
に
在
住
す
る
和
歌
山
県
出

身
の
大
学
等
の
新
規
卒
業
予
定
者

と
一
般
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象

に
、
田
辺
地
域
を
中
心
と
し
た
紀

南
地
方
の
企
業
に
よ
る
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

個
別
面
談
に
よ
る
企
業
内
容
の

説
明
、
田
辺
公
共
職
業
安
定
所
に

よ
る
就
職
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
参
加
予
定
企
業　

約
40
社

☆
◇
商
工
振
興
課 

商
工
労
政
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
７
０

◇
田
辺
商
工
会
議
所

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
５
０
６
４

◇
牟
婁
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
３
５
）
１
１
１
０

◇
龍
神
村
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
７
８
）
０
４
７
２

◇
中
辺
路
町
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
６
４
）
１
０
０
２

◇
大
塔
村
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
４
９
）
０
１
７
１

◇
本
宮
町
商
工
会

☎
０
７
３
５
（
４
２
）
０
２
６
９

南
紀
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

南
紀
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
サ
ポ
ス
テ
）
で
は
、
ど

ん
な
仕
事
が
向
い
て
い
る
か
分
か

ら
な
い
方
や
就
職
活
動
の
仕
方
が

分
か
ら
な
い
方
等
、
就
職
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
若
者
を
応
援
し
、

支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ス
テ
ス
タ
ッ
フ
に
就
職

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
15
歳
〜
39
歳
の
若
者（
保
護
者
・

関
係
者
等
か
ら
の
ご
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。）

■
開
所
日
時　

平
日
10
時
〜
18
時

☆
無
料
（
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
は
、
材
料
費
等
の
実
費
が

必
要
と
な
り
ま
す
。）

☆
①
相
談
支
援
事
業

◇
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
よ
る
相
談
（
就
職
に
関
す
る
各

種
相
談
、
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書

の
作
成
、
面
接
対
策
等
）

◇
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
（
様
々

な
悩
み
や
不
安
等
、こ
こ
ろ
の
相
談
）

◇
訪
問
支
援
員
に
よ
る
相
談
（
来

所
が
難
し
く
、
ご
自
宅
等
へ
の
訪

問
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
）

②
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業

◇
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
員
に
よ

る
相
談
（
サ
ポ
ス
テ
の
支
援
を
受

け
て
就
職
し
た
若
者
へ
、
職
場
で

の
定
着
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
図
る
支
援
）

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
事
業

　
「
気
に
な
る
求
人
が
あ
る
け
れ

ど
、
実
際
に
ど
ん
な
職
場
な
の
か

分
か
ら
な
い
」「
仕
事
が
大
変
そ

う
だ
け
れ
ど
、
自
分
に
で
き
る
の

か
不
安
」
こ
ん
な
と
き
は
、
職
場

体
験
実
習
（
週
20
時
間
を
3
回
）

で
、
働
く
こ
と
へ
の
不
安
を
自
信

に
変
え
ま
し
ょ
う
。

　

福
祉
・
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
・

製
造
・
接
客
等
、
幅
広
い
分
野
の

職
場
と
連
携
し
て
実
施
中
で
す
。

④
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
他

◇「
仕
事
と
社
会
」体
験
事
業（
進

路
の
方
向
性
が
見
え
て
い
な
い
段

階
の
利
用
者
に
、
人
と
関
わ
る
力

を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
・
短
期
合
宿
・

日
帰
り
体
験
・
職
場
見
学
会
）

◇「
仕
事
の
技
術
」養
成
事
業（
進

路
の
方
向
性
が
見
え
て
き
た
利
用

者
に
、
彼
ら
が
働
く
上
で
克
服

す
べ
き
課
題
解
決
の
場
を
提
供
。

ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
パ
ソ
コ

ン
講
座
・
就
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
―

ホ

ン
キ
の
就
職
等
）　

◇
保
護
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
等

（
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
）　

◇
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
の
利
用
（
個

戦
争
の
悲
惨
さ
、
忘
れ
な
い

た
め
に

　

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
広
島
市
と

長
崎
市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
８

月
６
日
の
８
時
15
分
、
８
月
９
日

の
11
時
２
分
に
、
原
爆
の
犠
牲
と

な
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福

と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈

念
し
て
、
平
和
の
鐘
を
合
図
に
１

分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
・
職
場
・

地
域
で
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま

し
ょ
う
。

☆
総
務
課 

庶
務
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
６

龍
神
村
一
斉
美
化
清
掃
を
行

い
ま
す

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
次
の
日
程

で
一
度
に
美
化
清
掃
を
行
い
ま
す
。

☆
☆
７
月
17
日
㊐　

8
時
〜

※
小
雨
決
行　

☆
龍
神
行
政
局
管
内
の
道
路
・
河

川
及
び
地
域
周
辺
（
地
区
ご
と
に

現
地
集
合
）

☆
龍
神
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☎
０
７
３
９
（
７
８
）
０
８
2
０

通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
関
す
る
休
日
窓
口

を
実
施
し
ま
す

　

通
知
カ
ー
ド
及
び
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
と
交
付

の
た
め
に
、
休
日
窓
口
を
実
施
し

ま
す
。

☆
☆
７
月
24
日
㊐　

９
時
〜
16
時

☆
市
民
課
カ
ー
ド
受
付
窓
口
（
本

庁
舎
２
階
）

☆
◇
通
知
カ
ー
ド
及
び
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
が
ま
だ
の
方

で
、
市
民
課
で
保
管
し
て
い
る
方

（
案
内
文
書
が
届
い
た
方
）

◇
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
申
請
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・

再
交
付
申
請
さ
れ
る
方

※
龍
神
・
中
辺
路
・
大
塔
・
本
宮

地
域
に
お
住
ま
い
の
方
へ

　

各
カ
ー
ド
は
各
行
政
局
住
民
福

祉
課
で
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

平
日
の
開
庁
時
間
内
に
お
越
し
に

な
る
の
が
難
し
い
場
合
は
、
各
行

政
局
住
民
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
ご
注
意　

◇
住
民
票
異
動
や
戸
籍
に
関
す
る

届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行
等
、

通
常
の
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

◇
ご
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
15
歳
未
満
の
方
は
法
定
代

理
人
（
保
護
者
等
）
の
方
と
一
緒

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
代
理
の
方
が
お
越
し
に
な
る
場

別
指
導
又
は
自
学
自
習
）　　

◇
各
種
専
門
機
関
と
の
連
携
（
本

人
・
ご
家
族
の
希
望
も
含
め
て
、

必
要
に
応
じ
て
連
携
し
て
い
る
各

種
専
門
機
関
を
紹
介
）

☆
南
紀
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1
（
市
民
総
合

セ
ン
タ
ー
北
館
）

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
２
１
１
１

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
０
０
８
５

☆n
an
ki-saposu

te@
ec2.

technow
ave.ne.jp

☆

h
ttp
://w

w
w
.n
an
k
i-

saposute.jp/

　サポステイメージ
キャラクター
さぽっちくん

　

P
C
・
携
帯

共
通
サ
イ
ト
の

Q
R
コ
ー
ド

▼

▼

　

市
で
は
、
新
た
な
情
報
発
信
手

段
の
一
つ
と
し
て
、
民
間
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ

ー
ビ
ス
（
S
N
S
）
を
活
用
す
る

た
め
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
及
び
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
田
辺
市
公
式
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
情
報
及
び
地
域
の
情
報

等
、
様
々
な
情
報
を
積
極
的
に

発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
ペ
ー
ジ

　

 http://twitter.com
/tanabecity

◇
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

　

 http://www.facebook.com
/

tanabecity

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ご
案
内

合
は
、
必
要
な
書
類
等
、
様
々
な

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

☆
◇
市
民
課
カ
ー
ド
受
付
窓
口

☎
０
７
３
９
（
３
４
）
２
１
３
１

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☎
２
ペ
ー
ジ
参
照

　

市
で
は
、
台
風
や
地
震
、
津

波
等
の
災
害
発
生
時
に
、
F
M 

T
A
N
A
B
E（
F
M
８
８
．
５
）

と
連
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
災

害
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

放
送
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
サ
イ
マ
ル
ラ
ジ

オ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

 

企
画
広
報
課 

広
聴
広
報
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３

■
サ
イ
マ
ル
ラ
ジ
オ

　

 http://www.sim
ulradio.info/

index.htm
l#kinki

災
害
発
生
時
の
情
報
提
供

　

昨
年
の
U
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
の
様
子

▼
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我
が
家
の
愛
ド
ル

防
災
コ
ラ
ム

備
え
て

安
心
！

地域に愛される球団を目指して

　田辺・西牟婁地域を本拠地とする関西のプロ野球独
立リーグに加盟の新球団「和歌山ファイティングバー
ズ」の設立・運営に携わっています。この地域で球団
を設立することになったきっかけは、去年にこちらで
試合が行われたことでした。田辺市に新しい球場がで
きたことはもちろん、人も気候もあたたかいこの場所
でなら、選手が野球に打ち込めると思ったからです。
　独立リーグを通してプロ野球入りを目指す選手を育
成していこうと考えていますが、私たちは、選手には
技術だけでなく、地域の方々との交流を通じたり地元
産業にも触れたりして高い人間性も身に付けてほしい
と思っています。引退後もこの地に残り、活力になる
人を育てる。それが私たちの考える地域貢献です。
　皆さんの応援がなければ活動を続けていくことはで
きません。来シーズンからの本格的な始動に向け、地
域に根付き、愛されるチームにしていきたいと思います。

　

子
供
は
体
温
調
整
機
能
が
未
熟

な
だ
け
で
な
く
、
地
面
か
ら
照
り

返
す
熱
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
外
気
が
穏
や
か
な

日
で
も
、
車
内
に
子
供
を
置
き
去

り
に
す
る
の
は
大
変
危
険
で
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を

調
節
し
、
す
だ
れ
、
打
ち
水
な
ど

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
外
出
時
は

帽
子
を
着
用
し
、
こ
ま
め
に
休
憩

す
る
、
保
冷
剤
や
冷
た
い
タ
オ
ル

で
体
を
冷
や
す
な
ど
、
暑
さ
を
避

け
る
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
子
供
が
い
つ
で
も
水
分
を
と
れ

る
よ
う
に
気
配
り
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
き
ち
ん
と
し
た
食

事
を
摂
る
こ
と
は
水
分
と
塩
分
の

補
給
に
も
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

体
調
を
整
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
熱
中
症
の
応
急
処
置

①
涼
し
い
所
で
休
ま
せ
る
。

②
衣
服
を
緩
め
、
体
を
冷
や
す
。

（
特
に
太
い
血
管
の
あ
る
首
筋
、
脇

の
下
、
足
の
付
け
根
等
）

③
水
や
塩
分
を
補
給
す
る
。

　

元
気
が
無
く
な
り
ぼ
ん
や
り
す

る
、
筋
肉
痛
が
あ
る
、
顔
色
が
赤
く

（
青
く
）
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
熱

中
症
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

応
急
処
置
を
し
て
も
、
症
状
が

改
善
し
な
い
、
自
力
で
水
が
飲
め

な
い
、
意
識
が
無
く
な
る
な
ど
の

場
合
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
は
、
適
切
な
対
策
を
取

れ
ば
予
防
で
き
る
の
で
、
体
調
の

変
化
に
気
を
付
け
て
、
周
囲
の
人

と
注
意
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

〜
7
月
生
ま
れ
〜

大塔行政局 保健福祉係
濱田　紀可

　

大
規
模
な
地
震
・
津
波
災
害
や

梅
雨
前
線
の
停
滞
、
台
風
の
上
陸

な
ど
に
よ
る
風
水
害
・
土
砂
災
害

の
発
生
時
に
は
、
自
ら
の
命
を
守

る
た
め
に
迅
速
か
つ
効
率
的
に
行

動
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
実
際
に
訓
練
な

ど
に
参
加
し
て
、
実
践
的
な
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
は
、
訓
練
の
成
果
が
発

揮
さ
れ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

宮
城
県
の
あ
る
保
育
園
で
は
、

地
震
が
起
き
た
と
き
は
園
児
の
昼

寝
の
時
間
で
し
た
。
保
育
士
は
す

ぐ
に
園
児
を
起
こ
し
、
園
児
全
員

が
い
る
こ
と
を
確
認
。
即
座
に
、

０
歳
児
や
乳
児
は
お
ん
ぶ
や
台
車

に
乗
せ
、
２
歳
児
以
上
は
手
を
つ

な
い
で
歩
き
、
日
頃
の
訓
練
で
避

難
場
所
と
決
め
て
い
た
高
台
に
到

着
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
振
り

返
る
と
、
保
育
園
が
津
波
に
飲
み

込
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
保
育

士
は
「
こ
こ
も
危
な
い
」
と
瞬
時

に
判
断
し
、
更
に
高
い
場
所
に
園

児
を
誘
導
し
、
津
波
か
ら
逃
げ
切

り
ま
し
た
。

　

そ
の
保
育
園
で
は
、
各
種
災
害

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
毎
月

行
っ
て
い
ま
し
た
。
保
育
士
の
日

頃
の
訓
練
の
成
果
に
よ
る
的
確
な

判
断
と
冷
静
な
対
応
が
子
供
た
ち

の
命
を
救
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

地
震
・
津
波
だ
け
で
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
災
害
に
冷
静
に
対
応
し
、

ま
た
、
迅
速
・
的
確
な
判
断
を
行

う
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
訓
練
に

参
加
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
訓
練
で
で
き
な
い
こ
と
は
、

災
害
時
で
も
で
き
な
い
」「
訓
練

は
本
番
の
つ
も
り
で
、
本
番
は
訓

練
の
つ
も
り
で
」
こ
う
し
た
心
構

え
で
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

第
26
回

　防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

高
こうげ

下 沢
たく

 さん
32 歳　鮎川

NPO法人「ANFUTURE」理事

広報発行月に誕生日を迎えるお子さん（就学前まで）の写真を募集しています。（氏名、住所、生年月日、
電話番号、簡単なコメントを添えてください。）8月生まれのお子さんの締切りは 7月 11日 です。
掲載できる枠に限りがありますので、先着順とさせていただきます。ご了承ください。
■あて先　〒 646-8545 新屋敷町１　企画広報課 広聴広報係　　 kikaku@city.tanabe.lg.jp

中田　奏
そうじろう

次朗ちゃん (1歳）
そうちゃん１歳のお誕生日おめ
でとう！
お兄ちゃん、お姉ちゃんみたい
に、元気で逞しく育ってね。

坂本　渚
なぎさ
ちゃん (5歳）

弟思いで、しっかり者のなーちゃ
ん♪
いつもみんなに優しくしてくれ
てありがとう。
これからも、弟と仲良く元気に
すくすく育ってね。

とーと・かーかより

沖平　寧
ね ね

々ちゃん (3歳）
「また可愛くなったんじゃな
い？」と思う毎日です。親バカ
だけど、一緒に過ごせる毎日が
本当に大切で幸せです！ママと
パパの所へ来てくれて本当にあ
りがとね (^^)

パパ・ママより

柳川　虎
こ た ろ う

太郎ちゃん (2歳）
元気で明るい虎太郎！
ﾋﾞｯｸﾍﾞｲﾋﾞｰで産まれた虎太郎も
2歳か～ ( 笑 )
たくさん食べて動いて大きく成
長してね☆

お父さん､ お母さんより
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お子さんと一緒に
　　おはなしのコーナー

!! 

必
撮

ま
ち
か
ど
特
派
員

図書館へ行こう

休 

館 

日

開 

館 

時 

間

※移動図書館の運行日程・巡回時間については下記までお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
○問合せ　市立図書館（☎ 0739-22-0697）（   http://www.city.tanabe.lg.jp/tosho/index.html）

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が
、
地
域
情
報
を
発
信
★

た
な
べ
散
歩

ほ
の
ぼ
の

ジ
ェ
ン
の

ジ
ェ
ン
の

Ａ
ｌ
ｏ
ｈ
ａ
！ 

国
際
交
流
員
の
ジ
ェ
ン
で
す
。

私
が
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
出
会
っ
た
、「
田
辺
な
ら
で
は
」
と
い
う

体
験
や
出
来
事
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
！

　

風ふ
う
け
つ穴
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か

…
…
。

　

地
殻
の
変
動
で
で
き
た
も
の
だ

と
推
測
さ
れ
、
岩
に
穴
が
開
い
た

状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の

穴
の
中
は
一
定
の
温
度
の
風
が
吹

き
、
夏
は
冷
た
く
、
冬
は
暖
か
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
風
穴
は
、
大
塔
木こ
も
り守
地

区
で
昭
和
43
年
に
確
認
さ
れ
て
か

ら
以
降
、
そ
の
場
所
を
誰
も
見
付

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
風
穴
を
探
そ
う
と
大
塔
村

商
工
会
青
年
部
を
中
心
と
し
た
メ

ン
バ
ー
で
結
成
さ
れ
た
「
風
穴
探

索
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
昨
年
か
ら

始
動
し
、
木
守
地
区
に
数
度
訪
れ

ま
し
た
。
11
月
の
初
回
に
は
見
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
２
度
目
に
訪
れ
た
際
、
地
元

の
方
々
の
指
導
も
あ
り
、
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
同

行
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は

本館＝毎週 （ を除く。）、7/28 （館内整理）
龍神分室＝第 1･3･5 、7/18
中辺路分室＝毎週 、7/18
大塔分室＝第 1･2･3･5 、毎週 、7/18
本宮分室＝毎週 、7/18

風
穴
を
探
し
て

青
年
部
の
皆
さ
ん
た
ち
と
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

本
当
に
不
思
議
で
神
秘
的
な
場

所
で
し
た
…
…
。
何
で
も
な
い
よ

う
な
岩
の
切
れ
目
か
ら
乾
い
た
風

が
吹
い
て
く
る
の
で
す
か
ら
！

　

木
守
の
風
穴
は
昔
、
大
き
な
地

滑
り
が
起
き
て
で
き
た
も
の
だ
と

推
測
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
今
後
、

大
塔
村
商
工
会
は
こ
の
風
穴
を
観

光
資
源
に
し
て
全
国
に
発
信
す
る

事
業
に
取
り
組
む
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。
今
後
の
事
業
展
開
を
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
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本館＝ ～  ９時 30分～ 19時 30分
　　 ・  ９時 30 分～ 18 時
分室＝９時～ 17 時
※龍神分室は、 ～ 20 時まで時間
延長あり。

■おはなし会
絵本の読み聞かせや紙芝居など
（対象：４歳くらいから）
本館＝ 7/3・10・17・24・31・8/7
　　　（全 、11 時～）
中辺路分室＝ 7/16 （10 時 30 分～）
大塔分室＝ 7/23 （10 時 30 分～）

■おはなしのじかん
おはなしや わらべうたなど
（対象：小学生以上）
本館＝ 7/2・8/6（全 、11 時～）

■おはなしタイム
おはなしや 絵本の読み聞かせなど
（対象：４歳くらいから）
本館＝ 7/9・16・23（全 、11 時～）

■ひよこタイム
赤ちゃん絵本の読み聞かせや わらべ
うたあそびなど（対象：0～２歳）
本館＝ 7/20 （11 時～）

■こぐまタイム
絵本の読み聞かせやパネルシアターなど
（対象：２～３歳）
本館＝ 7/20 （11 時 30 分～）

☆オウマガドキのおはなし会
夏に聞きたいこわ～いおはなしや紙
芝居など（対象：小学生以上）
本館＝ 7/22
（① 16 時 30 分～、② 17 時 15 分～）
（定員：各 50 名［先着］、申込：不要）

すばこ
文／キム・ファン　絵／イ・スンフォン
出版／ほるぷ出版
　巣箱は人が作った鳥の家です。もともと
はドイツ人だんしゃくが作ったそうですよ。
日本ではあまり知られていない巣箱の始ま
りと楽しみかたをえがいた美しい絵本。

子どもがどんどん整理整頓したくなる！お
片づけ帖
著／カール　友波　出版／永岡書店
　子供のときに、片付けの基本を身に付け
ることは、一生の宝物と言われるほど大切
なことです。子供が楽しく整理整頓できる
ようになるノウハウを紹介します。

ひとことコラム
　子供の頃から7月になると、「田辺祭」が待ち遠しくて
なりませんでした。24日の終業式が終わると、家族で祭
り見物に出かけたものです。「鬪雞神社」の社名は、源平
合戦の際に源氏と平家のどちらに味方するか、紅白の鶏
を戦わせて神意を占ったという物語に由来することはよ
く知られています。424年の創建で、古くから熊野参詣の
際は鬪雞神社に参り心願成就を祈願したとのこと。世界
遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」への追加登録が確定す
れば、喜びもひとしおです。（道）

　今回は伏菟野のホタル祭りに行ってきました。おいしい屋台のお店や、地元
の野菜とお花、子供たちが喜ぶ金魚すくいもあり、とてもにぎやかでした。ちょ
うちんもぶら下がっていて、日本の夏祭り気分になりました。だんだん景色も
暗くなり、たくさんのホタルが光りながら飛び始め、まるで、夜の世界を踊っ
ているように見えました。ハワイにはホタルがいないので初めて見た風景でし
た。川の音を聞きながら、田辺のきれいな空を見上げ、星に囲まれたようにホ
タルの美しさに感動し、気持ちが安らかになりました。とても幻想的で夢みた
いでした。光っているホタルの写真を一生懸命撮ろうとしたのですが、なかな
かうまく撮れません。その時に気が付いたことは子供や若者たちは携帯を触っ
たり、ＳＮＳを使ったりして必死に良い写真を
撮ろうとします。たまには携帯をしまって、大
切な人〔家族や友達〕と一緒にその時にしか見
えない景色と自然の美しさを楽しむ事が大事だ
と思いました。ホタルは空気と水がきれいな所
にしか飛ばないと聞き、やっぱり田辺はいい所
だなと思いました。これからも田辺の素晴らし
い自然の景色を楽しみたいと思います。

伏菟野のホタル祭り



相 程日談

有 料 広 告
１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）

有 料 広 告
２枠連結（縦 46mm × 横 174mm）

　本紙（広報田辺）及び田辺市のホームページに掲載する有
料広告を募集しています。
　広告掲載を希望される方は、広告原稿を添えて掲載を希望
する月の２か月前の 20 日までにお申し込みください。
　詳しくは、企画広報課 広聴広報係までお問い合わせください。
☎0739-26-9963　　http://www.city.tanabe.lg.jp/kikaku/koukoku-kouhou.html

広報紙・ホームページへ広告を載せてみませんか？

有 料 広 告 募 集 中 ！

人権・登記・相続相談

市民・消費生活相談

外国人相談（English） 不登校・いじめ・
教育相談

子育て相談

介護相談

一般健康相談

家庭児童相談

女性電話相談

市民法律相談

ひきこもり相談

行政相談
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有料広告有料広告

　各施設申込み・抽選日

　編集後記

　　  おやこ健康カレンダー

広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。 広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。

　市民に限ります。
■相談日（予約受付開始日）・相談員
7/11㊊（7/ 5）＝中松弁護士
7/19㊋（7/12）＝鈴木弁護士
7/25㊊（7/20）＝山本弁護士※
8/ 1 ㊊（7/26）＝木戸弁護士
8/ 8 ㊊（8/ 2）＝岡田弁護士
8/22㊊（8/ 9）＝村上事務所
　社会福祉センター 3階「相談室」
（本庁舎東隣３階）
※ 7/25 は大塔行政局
■予約方法　予約受付開始日から相談
日の正午までの間に、電話又は直接、
下記までお申し込みください。
　８名［先着］※ 7/25 は 4名
■受付時間
平日 8時 30分～ 17時 15分
受付時に簡単に相談内容をお聞きします。
■相談時間
14 時～ 16時のうち、１人 15分間
（集合時間は予約時にお伝えします。）
※ 7/25 は 14 時 30 分～ 15時 30 分
※相談・聞き取りは、できるだけ本人
が応じてください。また、相談に関係
する書類があればお持ちください。
※弁護士職務基本規程に抵触すること
が判明した場合等は、当日の相談をお
受けできません。
　自治振興課 市民生活係
（本庁舎３階）☎ 0739-26-9911

▼今月は世界遺産追加登録について特
集しました▼子供の頃からお祭りのと
きなどによく訪れていた鬪雞神社も含
まれており、何か不思議な感じがして
います（ヤノマイ）

▼一週間ほど風邪を引いていました▼
▼喉の痛みから始まり、熱・せき・鼻づ
まりに悩ませられる▼普段はほとんど風
邪を引かないので油断していました▼
以後、しっかり気を付けます（りーち☆）

▼気分転換にどこかへ出掛けたい▼取
材では様々なところに行くものの、プ
ライベートではどこに行っていいか分
からず▼とりあえず家で睡眠をとるこ
とにします（まいきー♡）

【生涯学習センター】
■貸室　11室（市民総合センター内）
（交流ホール・会議室・料理実習室など）
　10月分は 8/1㊊から予約可
　生涯学習課 公民館係（☎ 0739-26-4925）
【紀南文化会館】
■大・小・展示ホール
平成29年8月分は8/1㊊ 9時から受付
■その他の施設
平成29年2月分は8/1㊊ 9時から受付
　　紀南文化会館（☎ 0739-25-3033）
　http://www.kinanbunkakaikan.jp

◇４か月児健診
7/5㊋＝中辺路、12㊋＝田辺、21㊍
＝龍神、26㊋＝田辺、8/9㊋＝田辺
◇７か月児健診
7/5㊋＝中辺路、13㊌＝田辺、21㊍
＝龍神、27㊌＝田辺、8/3㊌＝田辺
◇ 11か月児相談
7/1㊎＝田辺、5㊋＝中辺路、21㊍
＝龍神、26㊋＝田辺、8/5㊎＝田辺
◇１歳６か月児健診
7/7㊍＝田辺、13㊌＝本宮、28㊍＝
田辺、8/4㊍＝田辺、9㊋＝中辺路
◇２歳児相談
7/5㊋＝田辺、13㊌ = 本宮、25㊊＝
田辺、8/1㊊ = 田辺、9㊋＝中辺路
◇３歳６か月児健診
7/8㊎＝田辺、13㊌＝本宮、20㊌＝
田辺、8/2㊋＝田辺、9㊋＝中辺路
◇マタニティスクール
7/1㊎＝田辺、8/5㊎＝田辺
◇パパママ教室
7/31㊐＝田辺
　田辺…市民総合センター
龍神…龍神保健センター
中辺路…中辺路保健センター
大塔…大塔健康プラザ
本宮…本宮保健福祉総合センター
　時間など、詳しくは対象者に送付し
ている通知をご覧いただくか、健康増
進課健康管理係（☎ 0739-26-4901）
又は各行政局住民福祉課（☎ 2 ペー
ジ参照）までお問い合わせください。

　血圧測定後、保健師又は看護師が健
康について相談に応じます。
■相談日・場所
7/11㊊＝西部センター
7/19㊋＝芳養児童センター
7/25㊊＝南部センター
　10時～ 10時 30分
　健康増進課 健康管理係
(市民総合センター 2階 )
☎ 0739-26-4901

■相談日・場所・相談員
7/19㊋ = 本宮行政局
人権擁護委員・法務局職員
8/ 5 ㊎ = 龍神行政局
人権擁護委員・法務局職員
　13時30分～15時30分
※受付は 15時まで
　法務局 田辺支局
(文里一丁目 11-9)☎ 0739-22-0698
※人権相談については㊏㊐㊗を除き、法務
局でも相談に応じます。ただし、登記相談
については事前にお問い合わせください。

■相談日・場所・相談員
7/15㊎Ⓐ＝中辺路行政局・中村恒夫
7/26㊋Ⓑ＝社会福祉センター 3階
　　　　　　「相談室」・那須正治
　　　　　　（☎ 090-4640-3142）
7/26㊋Ⓑ＝本宮行政局・折戸富子
7/27㊌Ⓑ＝大塔行政局・佐田俊知
8/ 5 ㊎Ⓒ = 龍神行政局・松本淳
■相談時間
Ⓐ＝ 10時～ 11時
Ⓑ＝ 13時～ 15時
Ⓒ＝ 13時 30分～ 15時 30分
　自治振興課 市民生活係
（本庁舎３階）☎ 0739-26-9911

　消費生活のトラブルや多重債務など
市民生活についての相談に応じます。
　　平日８時 30分～ 17時 15分
　自治振興課 市民生活係
（本庁舎３階）☎ 0739-26-9911

　女性の抱えるいろいろな悩みに、女
性相談員が電話で相談に応じます。
　　平日９時～ 12時
■相談専用電話　☎ 0739-26-4919

　　㊊～㊍ ９時～ 17時
　　　㊎　 ９時～ 12時 
　国際交流センター(市民総合センター3階)
※事前にお問い合わせください
☎ 0739-26-4908

　　平日８時 30分～ 17時 15分
　やすらぎ対策課 地域包括支援センター係
(市民総合センター 1階 )
☎ 0739-26-9906

　　平日８時 30分～ 17時 15分
※直接、窓口に来られる場合は要予約
■相談専用電話　☎ 0739-26-4933
　 shc@city.tanabe.lg.jp
　健康増進課 健康管理係
(市民総合センター 2階 )
☎ 0739-26-4901

【不登校 ･いじめ ･教育相談】
　　平日９時～ 16時
　教育研究所（本庁舎北隣２階）
☎ 0739-25-1511
【いじめホットライン】
　　平日９時～ 16時
■相談専用電話　☎ 0739-26-3224
■いじめ相談ダイレクトメール
　 ijime110@city.tanabe.lg.jp

　家庭における児童の養育及び福祉に
ついての相談に応じます。
　　平日８時 30分～ 17時
　家庭児童相談室
(市民総合センター 1階 )
☎ 0739-26-4926

【子育て相談】
　　平日８時 30分～ 17時 15分
　健康増進課 健康管理係
(市民総合センター 2階 )
☎ 0739-26-4901
各行政局 住民福祉課☎ 2 ページ参照
【愛あい子育て相談】
　　平日８時 30分～ 17時 15分
※「愛あいルーム」での面接相談可
　地域子育て支援センター愛あい
（もとまち保育所内）
☎ 0739-22-9285


